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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

日
光
街
道

第
14
回

は
じ
め
に

　

栃
木
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
日
光

市
は
、
平
成
18
年
３
月
20
日
に
今
市

市
、
日
光
市
、
藤
原
町
、
足
尾
町
、
栗

山
村
の
２
市
２
町
１
村
が
新
設
合
併
し

て
誕
生
し
た
。
市
域
は
約
１
４
５
０
㎢

で
全
国
第
３
位
、
栃
木
県
の
ほ
ぼ
４
分

の
１
に
及
ぶ
。
北
西
部
の
湯
ノ
湖
、
湯

川
、
戦
場
ヶ
原
、
小
田
代
ヶ
原
が
「
奥

日
光
の
湿
原
」

と
し
て
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登

録
湿
地
と
な
っ

て
い
る
と
と
も

に
、
東
照
宮
、

二
荒
山
神
社
、

輪
王
寺
の
二
社

一
寺
が
「
日
光

の
社
寺
」
と
し

て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

市
の
大
部
分
が
日
光
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
市
内
各
所
か
ら
湧
出

す
る
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
に
も
恵
ま

れ
、
国
内
外
か
ら
年
間
１
０
０
０
万
人

を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

日
光
と
街
道

　

こ
こ
日
光
は
、
８
世
紀
末
、
勝

し
ょ
う
ど
う道

上し
ょ
う
に
ん
人
に
よ
る
開
山
が
起
源
と
さ
れ
、
霊

峰
・
男な
ん
た
い
さ
ん

体
山
を
中
心
に
山
岳
信
仰
の
聖

地
と
し
て
の
歴
史
を
持
つ
。
鎌
倉
時
代
、

政
治
の
中
心
は
関
東
に
遷う
つ

さ
れ
、
日
光

は
幕
府
の
保
護
を
受
け
な
が
ら
崇
拝
の

対
象
と
な
る
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
幕

府
は
交
通
、
物
流
の
た
め
に
街
道
を
整

備
し
た
。
こ
の
街
道
は
人
々
の
交
流
を

生
み
、
今
の
道
路
網
の
原
点
と
な
っ
て

い
る
。

　

江
戸
幕
府
の
礎
を
築
い
た
初
代
将

軍
・
徳
川
家
康
公
の
没
後
、
３
代
将
軍
・

徳
川
家
光
公
は
、
家
康
公
の
遺
言
に
よ

り
江
戸
城
か
ら
真
北
に
位
置
す
る
日
光

に
霊れ
い
び
ょ
う廟
と
し
て
東
照
宮
を
造
営
す
る
。

東
照
大
権
現
と
い
う
江
戸
幕
府
に
と
っ

て
の
絶
対
神
を
祀ま
つ

る
こ
と
と
な
っ
た
日

光
は
、
幕
府
の
直
轄
地
と
な
り
、
以
来
、

歴
代
将
軍
に
よ
る
参
拝
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
参
拝
の
街
道
と
な
っ
た
の
が
、
五

街
道
の
ひ
と
つ
、
日
光
街
道
で
あ
る
。

　

徳
川
家
康
公
４
０
０
年
忌
と
な
る
今

年
、「
日
光
東
照
宮
４
０
０
年
式
年
大

祭
」
と
し
て
多
く
の
祭
典
、
記
念
行
事

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
徳
川
家

歴
代
将
軍
が
参
詣
し
た
街
道
を
歩
く

「
日
光
社
参
ウ
ォ
ー
ク
」
が
こ
の
ほ
ど
開

催
さ
れ
た
。
東
京
か
ら
日
光
ま
で
は
約

１
５
０
㎞
。
ま
さ
に
、「
出
立
」
し
た
参

加
者
は
、
全
行
程
を
連
続
７
日
間
で
歩

き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
昔
日
に
思
い
を
馳は

せ

な
が
ら
街
道
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
た
道

中
と
な
っ
た
。

　

日
光
と
各
地
と
を
結
ぶ
街
道
は
他
に

も
あ
る
。
会
津
若
松
を
結
ぶ
会
津
西
街

道
、
朝
廷
の
例
幣
使
が
参
じ
た
例
幣
使

街
道
、
そ
し
て
日
光
街
道
。
こ
の
３
つ

の
街
道
に
は
杉
の
巨
木
が
並
び
、
現
在

も
そ
の
一
部
が
当
時
の
ま
ま
の
姿
を
残

し
て
い
る
。
こ
の
杉
並
木
街
道
は
、
国

の
特
別
史
跡
・
特
別
天
然
記
念
物
の
二

重
指
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、
世
界
最

長
の
並
木
道
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
の
宿
場
町
か
ら
、 

平
成
の
中
心
市
街
地
へ

　

こ
の
街
道
の
結
節
点
、
交
通
の
要
衝

と
な
っ
た
の
は
今
市
宿
。
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
今
市
は
、
現
在
は
日
光
市
の

中
心
市
街
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。

街
道
の
歴
史
か
ら
、新
た
な
歴
史
、文
化
、交
流
の
創
造
へ

国
際
観
光
文
化
都
市
・
日
光
市

日に
っ
こ
う光

市
長　

斎さ
い
と
う藤
文ふ

み

お夫
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平
成
23
年
、
日
光
市
は「
生
活
、
歴
史
・

文
化
、
観
光
の
ゲ
ー
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り

〜
歴
史
・
文
化
・
様
々
な
人
が
織
り
成

す
“
日
光
の
顔
”
づ
く
り
〜
」
を
基
本
理

念
に
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を

策
定
。
そ
の
中
核
施
設
と
し
て
「
道
の

駅
日
光 
日
光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
」
が

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
施

設
に
は
日
光
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
曲

家
・
船
村
徹
氏
の
記
念
館
を
は
じ
め
、

名
産
品
、
農
産
物
の
販
売
施
設
や
地
元

の
味
覚
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
飲
食

施
設
な
ど
を
備
え
、
道
の
駅
の
機
能
を

兼
ね
た
複
合
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
歴

史
あ
る
日
光
街
道
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ

を
書
き
加
え
る
観
光
拠
点
と
し
て
も
市

民
の
期
待
は
大
き
い
。

街
道
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

国
土
交
通
省
が
進
め
る
「
日
本
風
景

街
道
」（
シ
ー
ニ
ッ
ク
・
バ
イ
ウ
ェ
イ
・

ジ
ャ
パ
ン
）
は
、
地
域
住
民
や
企
業
と

行
政
の
協
働
に
よ
り
、「
訪
れ
る
人
」
と

「
迎
え
る
地
域
」
の
豊
か
な
交
流
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
、
美
し
い

街
道
空
間
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
指

す
取
り
組
み
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
市
東
端
の
大
沢
宿
を
起
点
と
し
、

日
光
街
道
、
世
界
遺
産
、
い
ろ
は
坂
、

奥
日
光
を
経
て
群
馬
県
境
の
金こ
ん
せ
い精

峠
に

至
る
東
西
に
貫
く
52
㎞
の
街
道
が
、「
時

空
か
ら
天
空
へ
の
道
〜
日
光
街
道
」
と

し
て
平
成
19
年
に
日
本
風
景
街
道
に
登

録
さ
れ
た
。
こ
の
登
録
を
機
に
、
街
道

周
辺
の
住
民
団
体
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
結
び
、
街
道
の
再
評
価
、
活

用
に
向
け
た
検
討
、
清
掃
活
動
な
ど
、

住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
協
働
の
取
り

組
み
と
し
て
、
世
界
遺
産
に
至
る
日
光

街
道
の
電
柱
や
街
路
灯
な
ど
に
番
号
を

付
し
た
案
内
看
板
を
設
置
。
こ
の
番
号

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
図
「
日
光
ま
ち
ず
」

と
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
現
在
地
や
目

的
地
ま
で
の
距
離
な
ど
が
分
か
る
こ
と

か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

日
光
街
道
の
終
点
に
位
置
し
、
二
社

一
寺
の
門
前
と
な
る
日
光
東ひ
が
し
ま
ち

町
に
お
い

て
は
、
地
域
住
民
が「
日
光
ら
し
い
」ま

ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
委
員
会
を
発

足
。『
日
光
東
町
ま
ち
づ
く
り
規
範
』
を

発
行
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
も
市
と
の
協

働
に
よ
る
景
観
形
成
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

悠
久
の
歴
史
と
、
街
道
の
終
点
、
結

節
点
を
持
つ
日
光
市
。
自
然
と
歴
史
が

響
き
合
う
こ
こ
ろ
豊
か
な
輝
く
未
来
に

向
け
て
、
市
民
と
描
く
ま
ち
づ
く
り
の

「
街
道
」
を
、
市
民
と
と
も
に
一
歩
ず
つ

歩
ん
で
い
き
た
い
。

悠久の時を感じさせる日光杉並木街道

地図「日光まちず」と案内看板の連携の取り組み

　

日
光
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
徳
川
幕
府

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
五
街
道
の
ひ
と
つ

で
、
江
戸
日
本
橋
を
起
点
と
し
、
日
光
坊

中
に
至
る
街
道
。

　

江
戸
か
ら
徳
川
家
康
を
祀
る
日
光
山
に

至
る
主
要
道
路
と
し
て
東
海
道
に
次
い
で

整
備
さ
れ
、
寛
永
13
年（
１
６
３
６
年
）に

開
通
し
た
。

　

道
中
に
は
、
当
時
21
の
宿
場

が
置
か
れ
て
お
り
、
日
本
橋
か

ら
宇
都
宮
ま
で
の
道
程
は
奥
州

街
道
と
共
通
で
あ
っ
た
。
こ
の

区
間
に
は
元
々
古
道
奥
州
道
が

あ
り
、
新
道
の
開
通
に
よ
り
日

光
街
道
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
光
街
道
は
世
界
遺
産
「
日

光
の
社
寺
」
へ
と
続
く
街
道
。

国
内
で
唯
一
特
別
史
跡
と
特
別

天
然
記
念
物
の
二
重
指
定
を
受

け
る
「
杉
並
木
」
も
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。

一
口
メ
モ

日光街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」
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日
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道


